
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整
備
中
の
甲
南
駅
南
口
広
場
で
「
５
セ

ン
チ
程
度
の
段
差
が
あ
っ
て
、
歩
行
も
自

転
車
の
往
来
も
危
な
い
」「
雨
の
日
、
奇
麗

に
張
ら
れ
た
タ
イ
ル
が
滑
る
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
、
改
善
を
求
め
て
い
ま
し
た

（
山
岡
議
員
活
動
ニ
ュ
ー
ス
第
８
７
１
号

で
既
報=

写
真
）
。
５
月
１３
日
に
は
甲
南
在

住
の
市
議
ら
が
揃
っ
て
現
地
で
市
担
当
者

に
具
体
的
に
改
善
を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
段

差
」
は
解
消
さ
れ
ま
し
た
（
工
事
も
完
了
）
。

タ
イ
ル
の
滑
り
止
め
に
つ
い
て
も
工
夫
す

る
と
約
束
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

甲南在住の議員らが揃って現地で改善求め

る(５月１３日) 

○印にあるように５センチ程度の段差が 

 

段差が解消されました 

 

 前挽鋸は、木材を縦に切断して柱や板に加工する

ための大型鋸。江戸中期から製造が始まったとされ

ていますが、甲賀前挽鋸が最盛期を迎えるのは明治

４０年頃。杣川流域の甲南町森尻・深川市場・深川・

寺庄には製造工場が点在し北海道や朝鮮・台湾など

にも卸していました。「ふれあいの館」には、前挽鋸

や製造用具等１２７４点が常設展示されています。 

一
般
社
団
法
人
日
本
森
林
学
会
の
定

時
総
会(

５
月
２４
日)

で
、「
甲
賀
の
前
挽

鋸
製
造
お
よ
び
流
通
に
関
す
る
資
料

群
」
が
、
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
こ

と
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
林
業
遺
産
へ

の
認
定
は
、
甲
賀
市
で
は
初
め
て
。【
甲

賀
の
前
挽
鋸
製
造
お
よ
び
流
通
に
関
す

る
資
料
群
】
は
、「
ふ
れ
あ
い
の
館
」
で

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 山岡議員は、甲賀の前挽鋸が国の

重要有形民俗文化財に指定された

２０１５年３月議会で、記録保存と

展示、木挽きの技術伝承について一

般質問しました(当時の写真)。 

市健康福祉部長(左端)に申入れる日本共産党甲賀市議員団(４月２６日) 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
は
依
然
と
し
て
予
断
を
ゆ
る
さ

な
い
状
況
で
す
。
今
年
に
入
っ
て
、

「
緊
急
事
態
宣
言
」
や
「
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
」
の
時
期
が
八
割
を

占
め
る
な
ど
「
緊
急
」
が
「
常
態
化
」

し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の
う
え
東

京
五
輪
が
開
催
さ
れ
れ
ば
新
た
な

感
染
拡
大
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
も
関
心
が
高

く
、
七
月
末
で
65
歳
以
上
高
齢
者

の
接
種
は
完
了
し
そ
う
で
す
が
、
４

月
の
第
一
次
予
約
時
に
は
大
混
乱

を
招
き
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
甲
賀

市
議
員
団
は
、
市
民
の
切
実
な
声
を

ふ
ま
え
て
緊
急
改
善
を
申
入
れ
ま

し
た(

写
真)

。
そ
の
具
体
的
な
内
容

も
生
か
さ
れ
、
そ
の
後
は
混
乱
な
く

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

●
施
設
や
在
宅
で
の
要
介
護
者
ら
に
個
別
接
種 

●
外
出
困
難
者
に
福
祉
車
両
助
成
券
を 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
人
が
迅
速
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
施
設
や
在
宅
で
の
個
別
接
種
を
し
た
医
療
機
関
に
協
力

金
を
、
ま
た
外
出
困
難
者
が
集
団
接
種
会
場
で
接
種
し
た
場
合
、
福
祉
車
両
助
成
券
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 


